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 極超音速飛行体における空力加熱の熱防御法に関する研究を行った．機体表面から冷却

ガスを噴き出すことで表面に冷却ガスの層を形成し，外部気流から機体への熱の流入を防

ぐ手法（フィルム冷却）に関して最適なガスの噴き出し方法を実験により評価し，検討を

行った．実験は東京大学極超音速風洞（マッハ数 7）を利用した． 

 

 

 

 

Fig. 1 Model 

 

Fig. 2 Schlieren Photographs 

 

Fig. 3 Measurement Data 
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